
連帯のきずなを希望の光に 
～東日本大震災復興 10 年を迎えて～ 

 

兄弟姉妹の皆様 
 
 未曾有の大災害が、東北の太平洋沿岸部を中心に東日本を襲ってから 10 年と
なりました。この間、亡くなられた方は２万人近くに及び、行方不明者は 2,500
人を超え、現在でも 4 万人以上の方が避難生活を続けておられます。あらため
て、亡くなられた方の永遠の安息を祈り、すべての被災者の皆様に心からお見舞
い申し上げます。 
 
1. ボランティアと募金者・支援者への感謝 
 想像を遙かに超える被害の中、国内は言うに及ばず、世界各地から多くの方が
支援に駆けつけました。東北各地の復興に寄り添い歩みをともにするボランテ
ィアの活動は、世界に広がる連帯のきずなを生み出し、その後の各地で頻発する
災害支援活動に繋がっています。 
 
 日本のカトリック教会も、災害発生直後の 2011 年 3 月 16 日に、仙台におい
て復興支援のためのセンターを立ち上げ、東北一帯を管轄するカトリック仙台
教区を中心にした活動を始めました。その後３月の末には、全国 16 の教区が一
丸となって力を結集し、10 年間にわたり復興支援活動を行うことを決議しまし
た。この決議に基づき、これまで東北沿岸各地にのべ 8 カ所のボランティアベ
ースを設置して、全国からのボランティアを受け入れてきました。① 
 
 この 10 年の間、教会内外、そして国内外から、ボランティアベースに駆けつ
け、被災地の方々と歩みをともにする活動に参加してくださった多くのボラン
ティアの皆様に、心から感謝申し上げます。ボランティアの皆様の存在なしに、
復興支援活動はあり得ません。またカトリック教会のこの活動に理解をいただ
き、ともに働く機会をくださった、各地の自治体や社会福祉協議会の皆様に感謝
いたします。 
 
 またカトリック教会の人道支援団体であるカリタスジャパンは、世界各地の
カリタス組織からの資金援助を受け、さらには国内からの多くの方の募金をい
ただき、東北における復興支援活動を側面から支えてきました。募金活動は、震
災直後から数カ月、数年にわたり、善意の輪を広げつつ行われました。この 10
年にわたる復興支援活動を支えてくださった、国内外の多くの支援者の皆様に、
心から感謝申し上げます。② 



 
2. さらなる「新しい創造」へのあゆみ 
 カトリック教会は、災害の前から地元に根付いてきた存在として、一時的な救
援活動に留まらず、東北のそれぞれの地の皆様と将来にわたって歩みをともに
する中で、いのちの希望を生み出すことを目指してきました。被災地を管轄する
カトリック仙台教区は、復興支援の先頭に立つとき、「新しい創造」をモットー
として掲げ、過去に戻るのではなく、希望を持って前進を続ける道を選びまし
た。教会の活動は、10 年という節目をもって終わってしまうわけではありませ
ん。③ 
 
 2019 年 11 月に日本を訪れた教皇フランシスコは、東北の被災地の方々との
集いにおいて、「日本だけでなく世界中の多くの人が、……祈りと物資や財政援
助で、被災者を支えてくれました。そのような行動は、時間がたてばなくなった
り、最初の衝撃が薄れれば衰えていったりするものであってはなりません。むし
ろ、⾧く継続させなければなりません」④と指摘されました。 
 
 10 年が経過した今、すでにその活動を終了したボランティアベースもあれば、
NPO 法人などに発展したボランティアベースもありますが、日本のカトリック
教会はこれからもかかわりの形を変えながら、それぞれの地にある教会を通じ
て、地域共同体のさらなる復興に微力ながら貢献させていただきたいと思いま
す。 
 
 教皇フランシスコは、次のようにも述べています。 
 「食料、衣服、安全な場所といった必需品がなければ、尊厳ある生活を送るこ
とはできません。生活再建を果たすには最低限必要なものがあり、そのために地
域コミュニティの支援と援助を受ける必要があるのです。一人で『復興』できる
人はどこにもいません。だれも一人では再出発できません。町の復興を助ける人
だけでなく、展望と希望を回復させてくれる友人や兄弟姉妹との出会いが不可
欠です。」⑤ 
 
 日本のカトリック教会はこの言葉に導かれ、物質的な支援に留まらず、世界に
広がる連帯のきずなの中で、「展望と希望を回復」するために、友人として、兄
弟姉妹として、東北の皆さんとともに歩み続けたいと思います。 
 
3. 原発廃止とエコロジカルな回心 
 震災から８カ月後の 2011 年 11 月、司教団は福島での原子力発電所事故を受
けて、「いますぐ原発の廃止を」というメッセージを公表しました。わたしたち



はその中で、神の賜物であるいのちを守る信仰者の立場から、原発の即時廃止を
呼びかけ、同時に「何よりも神から求められる生き方、つまり『単純質素な生活、
祈りの精神、すべての人々に対する愛、とくに小さく貧しい人々への愛、従順、
謙遜、離脱、自己犠牲』などによって、福音の真正なあかしを立てる務め」の重
要性を説き、社会のあり方の見直しを提言しました。⑥ 
 
 残念ながら、時間の経過とともに、現状はこの呼びかけとは異なる方向に進ん
でいると感じます。事故発生から 10 年にあたり、わたしたちはあらためて原発
の即時廃止と、生活スタイルの見直しを呼びかけます。 
 
 カトリック教会は、人間のいのちは、神からの賜物であると信じています。教
皇フランシスコの訪日テーマも「すべてのいのちを守るため」でした。わたした
ちは、教皇が呼びかけるように、すべてのいのちが例外なく守られ、その尊厳が
保たれ、また一人として忘れ去られる人がいない社会の実現を目指したいと思
います。 
 

今、コロナ禍にあって、世界は『すべてのいのちを守るため』に連帯していま
す。教皇フランシスコは対立と分断、差別と排除、孤立と孤独が深まる現代世界
にあって、助けを必要としている人、孤立し、いのちの危機に直面している人の
もとへ出向いていこうと呼びかけます。 
 
 あの未曾有の災害に襲われたとき、わたしたちは、人間の知恵と知識の限界を
感じました。自然の力を前に、どれほどわたしたちが弱いものであるかを知りま
した。そのときわたしたちは、互いに助け合うことの大切さ、いのちを守るため
に連帯することの大切さ、いたわりの心の大切さを、心に刻み込みました。大震
災 10 年の今、世界はまさしくその大切さを思うことを必要としています。 
 
 東日本大震災から 10 年を迎えるにあたり、あらためて亡くなられた方の永遠
の安息を祈り、被災された多くの方に神の祝福と守りがあるよう祈ります。互い
の連帯のきずなのうちに、いのちを生きる希望の光を見いだし、ともに手を取り
合って歩んでまいりましょう。 
 
 

2021 年 3 月 11 日 
日本カトリック司教団 

 



① 札幌カリタス宮古ベース、カリタス大槌ベース、カリタス釜石、カリタス大船渡ベー

ス、カリタス米川ベース、カリタス石巻ベース、カリタス南相馬、いわきサポートセン

ター「もみの木」。他に「障がい者自立センターかまいし」（名古屋教区）などの拠点

がある。 
② 2020 年 12 月 15 日現在、カリタスジャパンの援助総額：2,434,749,157 円、国内のカリ

タスジャパンへの募金総額：991,508,908 円、海外からの募金総額：1,868,856,927 円（内

カリタス米国から 739,822,350 円）。 
③ 「仙台教区『新しい創造』基本計画」『カトリック仙台教区報』No.199、2011 年 5 月

15 日号参照。 
④ 教皇フランシスコ「東日本大震災被災者との集い」、『すべてのいのちを守るため──

教皇フランシスコ訪日講話集』p.41。 
⑤ 同 p.42。 
⑥ 「司教団メッセージ『いますぐ原発の廃止を』についてのコメント」、2011 年 11 月

10 日 仙台において。https://www.cbcj.catholic.jp/2011/11/10/3676/（2020 年 12 月

21 日）。 

日本カトリック司教団は 2016 年 11 月 11 日、「地球という共通の家に暮らすすべての人

へ 原子力発電の撤廃をʷ福島原子力発電所事故から５年半後の日本カトリック教会か

らの提言ʷ」（https://www.cbcj.catholic.jp/2016/11/11/8754/）を発表しました。そし

て、東日本大震災から 8 カ月後の 2011 年 11 月に司教団が発表した脱原発のメッセージ

を補完して、科学的、哲学的、神学的な裏づけをなす書籍、『今こそ原発の廃止を──日

本のカトリック教会の問いかけ』を 2016 年 10 月 4 日に発行しました。核エネルギー利

用の歴史をひもとき、原発事故当事国である日本の責任を問い、核技術に関する科学的な

解説をなしたうえで、2015 年 5 月 24 日に発表された教皇フランシスコの回勅『ラウダ

ート・シ──ともに暮らす家を大切に』を参照して、カトリックの教理と現代の環境思想

を踏まえた核をめぐる倫理的な考察を展開しています。また同書の英訳を、2020 年 7 月

10 日、中央協議会ウェブサイトで公開しています（https://www.cbcj.catholic.jp/wp-

content/uploads/2020/07/ABOLITIONofNUCLEAR_POWER_pdf_ver.pdf）。 

                                                      


